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美肌に大切な背中ケア

�

響
が
で
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

背
中
に
溜
ま
っ
た
於
血
を
取
り
除
く
と

血
行
が
が
よ
く
な
り
、
臓
器
が
健
康
に
働

く
こ
と
で
、
美
肌
に
も
い
い
結
果
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
や
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
は
背
中
を
温
め
た
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
た
り
し
て
、
適
度
な
刺
激
を
与
え
て
ま

す
ね
。
ご
家
庭
で
も
寒
布
摩
擦
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
背
中
に

刺
激
を
与
え
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。
背
中
の
ケ

ア
が
血
の
巡
り
を
良
く
し
て
、
結
果
と
し

て
美
肌
に
結
び
つ
く
の
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
な
と
感
じ
た
と
き
は

背
中
に
於
血
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
背
中
の
ケ
ア

を
意
識
的
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

頭
や
首
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
指
圧
に
よ

る
刺
激
が
と
て
も
気
持
ち
い
い
の
は
皆
様

ご
存
知
の
通
り
で
す
が
、
背
中
へ
の
ケ
ア

が
意
外
に
も
美
肌
に
は
た
い
へ
ん
効
果
的

な
の
で
す
。

　

背
中
側
に
は
大
切
な
臓
器
が
集
ま
っ
て

い
て
、
そ
の
臓
器
に
は
毛
細
血
管
に
よ
っ

て
栄
養
分
や
酸
素
が
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
臓
器
の
集
ま
る
背
中
は
、
於
血
が
溜

ま
り
や
す
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
於
血

が
溜
ま
る
と
、
臓
器
の
働
き
が
鈍
く
な
っ

て
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
目
の
回
り
に

ク
マ
が
で
た
り
し
ま
す
。
肌
に
も
悪
い
影

化
粧
と
着
物
の
風
俗
史 

⑥

                                            

高 

嶺 

照 

夫

か
ろ
う
か
。
日
本
で
は
、
古
い
時
代
か

ら
生
と
死
の
転
位
「
九
相
観
」（
古
代

イ
ン
ド
の
死
生
観
、
生
か
ら
死
後
に
い

た
る
九
つ
の
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
）
な
ど

の
影
響
も
あ
っ
て
、
長
い
時
間
の
経
過

を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

死
の
確
認
は
魂
が
肉
体
か
ら
遊
離

し
、
再
び
戻
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
魂
を
肉
体
か
ら
離

れ
や
す
く
す
る
た
め
に
は
経
帷
子
を

作
っ
て
着
せ
る
。
手
早
い
仕
立
て
が
必

要
だ
か
ら
一
つ
の
衣
装
を
数
人
で
手
が

け
、
一
般
に
白
麻
や
晒
木
綿
で
死
者
の

近
親
の
女
た
ち
が
調
え
た
。
こ
の
時
に

糸
尻
を
止
め
な
い
の
は
、
糸
を
抜
く
こ

と
で
衣
装
の
形
が
元
の
布
に
還
る
、
元

へ
の
還
元
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
今
は

こ
の
風
俗
も
廃
れ
て
き
た
。　

　

か
つ
て
近
親
者
が
、
葬
式
に
笠
を
被

り
白
木
綿
な
ど
で
頭
部
を
包
ん
だ
り
し

た
の
も
、
忌
に
こ
も
る
者
の
慎
み
と
し

て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
名
残
り
が
綿

帽
子
、
角
隠
し
で
あ
る
。

　

ヒ
タ
イ
カ
ク
シ
と
い
う
三
角
の
紙
を

死
者
の
額
に
当
て
た
り
す
る
の
は
、
そ

の
最
も
簡
略
化
し
た
も
の
。

れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
色
は
白
と
黒
と

の
２
系
統
を
主
と
し
、
日
本
で
は
白
が
古

風
で
あ
っ
た
」
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

今
は
黒
が
主
に
喪
服
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
婚
礼
で
の
被
り
物
で
は
、
沖

縄
に
、
黒
帳
（
く
る
ち
ょ
う
）
と
い
っ
て

黒
い
麻
の
薄
い
衣
装
を
頭
か
ら
か
つ
い
で

嫁
入
り
を
す
る
琉
装
の
風
習
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
喪
服
は
シ
ル
ジ
と
い
っ
て
、
喪
関

係
の
装
束
の
色
は
全
て
白
で
、
黒
が
な
い

の
が
特
色
で
あ
っ
た
。
上
流
は
白
衣
を
着

て
黒
の
角
帯
、
平
民
は
細
帯
。

　

花
嫁
の
白
無
垢
の
打
掛
も
死
者
の
経
帷

子
も
白
を
基
調
と
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く

日
本
人
の
「
甦
り
」
の
思
い
が
婚
礼
と
葬

礼
の
白
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
は
な

　

昔
、
綿
帽
子
や
白
無
垢
の
被
衣
（
か

ず
き
）
は
、
葬
礼
の
時
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
被
り
物
で
あ
っ
た
。
も
と

も
と
被
り
物
は
神
事
、
婚
礼
、
葬
礼
の

時
に
用
い
ら
れ
る
例
が
多
い
。

　

柳
田
国
男
監
修
『
民
俗
学
辞
典
』
に

は
「
青
森
県
野
辺
地
の
花
嫁
は
、
嫁
入

る
と
き
に
カ
ツ
ギ
と
い
う
単
衣
の
短
い

着
物
を
頭
か
ら
被
っ
て
行
き
、
婚
家
に

入
る
と
脱
ぐ
。
葬
礼
に
は
そ
の
カ
ツ
ギ

の
左
袖
を
被
る
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
左
袖
を
被
る
の
は
、
和
服

で
も
死
者
に
対
し
て
は
前
身
頃
を
左
前

に
あ
わ
せ
る
の
と
同
じ
で
、
死
は
生
の

逆
さ
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
ま
た
文
化

庁
監
修
『
日
本
民
俗
文
化
辞
典
』
で
は

綿
帽
子
は
婚
礼
・
葬
礼
の
被
り
物
「
黒
服
と
い
え
ば
葬

式
の
服
装
と
考
え
ら

規
制
と
振
興
方
策
を
連
携
強
化

　

生
衛
振
興
検
討
会
が
第
一
次
報
告

　

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
（
吉
川

秀
隆
社
長
）
が
取
扱
う
米
国
の

フ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け
ネ

イ
ル
ブ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｎ
Ｄ
の
人
気

シ
リ
ー
ズ「
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」

か
ら
、
常
に
人
気
上
位
を
占
め

サ
イ
ズ
の
み
の
販
売
だ
っ
た

が
、
お
客
様
か
ら
の
熱
い
要
望

に
応
え
て
持
ち
運
び
に
便
利
な

サ
イ
ズ
59 

ml
と
業
務
用
ボ
ト

ル
サ
イ
ズ
９
１
７
ml
が
新
た
に

登
場
す
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
（
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
成
分
）、

ア
ロ
エ
ヴ
ェ
ラ
（
保
湿
成
分
）

配
合
で
手
や
ボ
デ
ィ
を
し
つ
と

り
整
え
つ
つ
、
う
っ
と
り
す
る

優
雅
な
香
り
に
包
ま
れ
た
リ

ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
、
こ
れ
か

ら
は
よ
り
幅
広
い
シ
チ
ュ
エ
ー

る
「
ロ
ー
ズ
」
ロ
ー
シ
ョ
ン
の

新
サ
イ
ズ
を
発
売
す
る
。

　

今
ま
で
２
４
５
ml
の
ボ
ト
ル

切
っ
た
メ
リ
ハ
リ
付
け
を
行
う

③
事
業
仕
分
け
の
指
摘
の
実

施
、
を
行
う
。

　

ま
た
「
生
衛
業
の
更
な
る
振

興
と
国
民
生
活
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
」と
し
て
①
規
制
・

振
興
方
策
の
双
方
を
強
化
②
規

制
・
振
興
方
策
の
連
携
強
化
、

を
盛
り
込
み
、
こ
の
内
容
を
実

現
す
る
た
め
に
、
生
活
衛
生
関

係
営
業
の
振
興
に
関
す
る
検
討

会
に
税
制
・
融
資
を
検
討
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
、
新

た
に
・
地
域
保
健
対
策
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
具
体
策
を
検
討

す
る
。

は
昨
年
末
に
報
告
案
を
ま
と
め

て
閉
じ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
業

界
振
興
策
と
し
て
、
税
制
・
融

資
な
ど
の
問
題
が
で
て
き
た
た

め
23
年
度
も
継
続
し
て
行
わ
れ

る
。

　

第
一
次
報
告
書
は
、
事
業
仕

分
け
で
指
摘
さ
れ
た
既
存
の
補

助
金
事
業
に
つ
い
て
、
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
生
活
衛

生
関
係
業
の
振
興
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
に
「
ム
ダ
づ
か
い
を

根
絶
し
、
持
続
可
能
な
力
強
い

生
衛
業
を
育
て
る
」
た
め
に
①

事
業
の
有
効
性
・
効
率
性
の
観

点
か
ら
総
点
検
す
る
②
思
い

　

管
理
理
美
容
師
の
報
告
案
の

他
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
研
修
等

事
業
に
つ
い
て
の
報
告
案
も
了

承
し
た
。

　

報
告
案
は
、
平
成
23
年
度
予

算
編
成
の
関
係
か
ら
年
末
に
ま

と
ま
っ
て
い
た
が
、
検
討
会
の

場
で
正
式
に
承
認
す
る
と
と
も

に
、
検
討
会
と
し
て
こ
れ
ら
を

第
一
次
報
告
案
と
し
た
。

　

検
討
会
は
、
当
初
の
予
定
で

 　
「
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
振

興
に
関
す
る
検
討
会
」
の
第
６

回
検
討
会
が
１
月
20
日
開
か

れ
、
第
一
次
報
告
書
な
ら
び
に

管
理
理
容
師
・
管
理
美
容
師
指

定
講
習
事
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
ま
と
め
た
報
告
案
を

了
承
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
２

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め

た
。

　

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
（
吉
川

秀
隆
社
長
）
が
昨
年
９
月
よ
り

販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
た
美
顔
機

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ノ
ア
ー
ジ
ュ
）

シ
リ
ー
ズ
は
、
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
の
幅
広
い
技
術
に
対

応
が
可
能
で
、
サ
ロ
ン
の
フ
ェ

イ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
張
に

合
わ
せ
て
購
入
後
で
も
機
能
追

加
で
き
る
拡
張
性
が
特
徴
。

　

第
一
弾
の
「
ノ
ア
ー
ジ
ュ

Ｓ
」
は
、
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
３
機
能
を
搭

載
し
、
11
月
末
に
第
二
弾
と
し

て
、「
サ
ク
シ
ョ
ン(

吸
引)

・

パ
タ
ー
」「
フ
リ
マ
ト
ー
ル
」

多
く
の
臨
床
例
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
映
し
出
し
な
が
ら
説
明

し
た
。

　

さ
ら
に
、
再
び
小
山
講
師
が

登
壇
し
、
肌
の
免
疫
機
能
に
つ

い
て
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。

　

受
講
者
の
大
半
は
免
疫
美
容

は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
ヒ
ト
が

本
来
持
っ
て
い
る
自
然
免
疫
の

大
切
さ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
健

康
で
美
し
い
肌
を
保
た
れ
る
仕

組
み
を
理
解
し
た
よ
う
だ
っ

た
。

た
。
予
定
を
上
回
る
30
人
の
受

講
希
望
者
が
あ
り
、
会
場
を
変

更
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
ア
ト
ピ
ー
に
な

ら
な
い
た
め
に　

健
康
な
肌
を

つ
く
る
」。

　

ま
ず
、
ア
ミ
ノ
酸
研
究
家
の

小
山
秀
男
講
師
が
い
ま
注
目
さ

れ
て
い
る
ペ
プ
チ
ド
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
効
果
な
ど
を
説
明

し
た
あ
と
、
日
本
免
疫
美
容
協

会
理
事
長
の
島
野
孝
子
講
師
が

自
身
の
体
験
な
ど
を
ま
じ
え
な

が
ら
、
自
然
免
疫
の
大
切
さ
を

一
般
の
女
性
ら
を
対
象
に
し
た

免
疫
美
容
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

　

日
本
免
疫
美
容
協
会
（
島
野

孝
子
理
事
長
）
は
２
月
26
日
、

肌免疫の仕組みを理解
　　　  　受講者多数で会場変更免疫美容

セミナー

新
　
製
　
品

ネ
イ
ル｢

ロ
ー
ズ｣

に

新
サ
イ
ズ
が
登
場
へ

　
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

シ
ョ
ン
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

と
し
て
い
る
。

　

▽
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン　

ハ
ン

ド
＆
ボ
デ
ィ　

ロ
ー
シ
ョ
ン　

ロ
ー
ズ

　

小
売
価
格
（
税
込
み
）

　
【
新
サ
イ
ズ
】
59 

ml　

９
９
８
円
、
９
１
７
ml　

８
７
１
５
円

　
【
既
存
サ
イ
ズ
】
２
４
５
ml

　

２
８
３
５
円

　

新
サ
イ
ズ
発
売
予
定
は
３

月
。

タ
カ
ラ
の
美
顔
機
「
ノ
ア
ー
ジ
ュ
」

      

機
能
追
加
で
き
る
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
に

機
能
を
追
加
。
そ
し
て
１
月
末

よ
り
新
た
に「
ア
イ
オ
ノ
ス（
イ

オ
ン
導
入
）」「
ペ
ル
チ
ェ
（
温

冷
法
）」
機
能
を
追
加
発
売
し
、

フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
に
な
っ
た
こ
と

で
、
エ
ス
テ
専
門
サ
ロ
ン
で
の

メ
ニ
ュ
ー
展
開
に
も
十
二
分
に

対
応
可
能
に
な
っ
た
。

　

▽
追
加
搭
載
機
能

・
ア
イ
オ
ノ
ス
（
イ
オ
ン
導

入
）
：
電
気
の
力
で
化
粧
品
の

浸
透
力
を
高
め
る
。

　

電
気
の
力
で
化
粧
品
の
浸
透

を
促
す
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、

エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
に
お
い
て
欠

か
せ
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
・
美

白
・
デ
ィ
ー
プ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

な
ど
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
に
利
用

で
き
、
専
門
性
の
高
い
ケ
ア
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
肌

質
や
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
専
用

美
容
液
の
有
効
成
分
を
イ
オ
ン

導
入
さ
せ
る
。

　

発
売
時
期　

１
月
末
～

　

 

お
問
合
わ
せ 

タ
カ
ラ
ベ
ル

モ
ン
ト
㈱
お
客
様
セ
ン
タ
ー　

（
０
１
２
０-

５
９
６
３
４
８
）

　

Ａ
Ｓ
Ｈ
な
ど
を
展
開
す
る
ア

ル
テ
サ
ロ
ン
Ｈ
Ｄ
は
２
月
10
日

開
い
た
取
締
役
会
で
、
吉
原
直

樹
社
長
が
会
長
に
、
西
江
陽
一

副
社
長
が
社
長
に
異
動
す
る
こ

と
を
内
定
し
た
。

　

両
氏
と
も
従
来
同
様
、
代
表

権
を
持
つ
。
ま
た
、
役
員
人
事

に
つ
い
て
も
決
め
た
。
３
月
24

日
開
催
予
定
の
第
23
回
定
時
株

主
総
会
及
び
そ
の
後
の
取
締
役

年
10
月
15
日
付
で
、
小
麦
の
成

分
（
加
水
分
解
コ
ム
ギ
末
）
を

含
む
化
粧
品
や
医
薬
部
外
品
の

製
品
を
製
造
販
売
し
て
い
る
業

る
ア
レ
ル
ギ
ー
被
害
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
化
粧
品
に
含
ま
れ
て
い

る
加
水
分
解
コ
ム
ギ
（
小
麦
成

分
）
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い

う
。

　

こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
は
昨

管理理美容師講習日程
理容師美容師試験
研修センター発表

　

理
容
師
美
容
師
試
験
研
修

セ
ン
タ
ー
は
１
月
31
日
、
講

習
日
程
、
受
講
申
込
み
な
ど

を
記
載
し
た
「
平
成
23
年
度 

千
葉
・
東
京
・
神
奈
川 

管

理
理
容
師
・
管
理
美
容
師
資

格
認
定
講
習
会
の
受
講
申
し

込
み
に
つ
い
て
」公
告
し
た
。

 

【
受
講
申
込
み
手
順
】

　

① 

官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
る

事
前
申
込
み
（
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
）

　

② 

事
前
エ
ン
ト
リ
ー
期

間
終
了
後
、
ハ
ガ
キ
の
抽
選

　

③ 

抽
選
後
、当
セ
ン
タ
ー

よ
り
「
受
講
申
込
書
」
送
付

　

④ 

受
講
申
込
書
の
受
付

（
郵
送
の
み
）

　

⑤ 

受
講
票
発
送
（
郵
送
）

　

 

官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
る
事

前
受
講
申
込
（
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
）

　

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千

葉
県
で
実
施
さ
れ
る
管
理
理

者
に
対
し
、
使
用
者
へ
の
注
意

喚
起
、
運
動
誘
発
ア
レ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
副
作
用
報
告
の
徹
底

な
ど
に
つ
い
て
通
知
し
た
。

の
受
講
資
格
に
該
当
す
る
者

の
み
行
な
う
。

【
受
講
資
格
】

　

免
許
登
録
後
、
受
講
申
込

書
等
受
付
期
間
の
最
終
日
ま

美
容
師
資
格
認
定
講
習
会
の

受
講
希
望
者
は
、
官
製
ハ
ガ

キ
に
て
下
記
の
記
入
例
の
と

お
り
事
前
申
込
む
。
ま
た
、

事
前
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
下
記

で
に
、
３
年
以
上
の
従
事
期

間
が
あ
る
人
。
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
の
官
製
ハ
ガ
キ
の
記
入

事
項
は
下
記
の
と
お
り
。

【
記
入
事
項
】

〒
１
３
５

－

８
５
０
７

ハ
ガ
キ
の
表
面
の
宛
先

（
財
）
理
容
師
美
容
師
試
験

研
修
セ
ン
タ
ー 

事
業
第
二

部
　

①
希
望
す
る
講
習
会
の
開

催
地
（
１
ヵ
所
の
み
）
ハ
ガ

キ
の
裏
に
記
入
す
る
事
項

　

②
理
・
美
区
分
と
希
望
回

数
（
第
２
希
望
ま
で
）

　

③
受
講
申
込
書
送
付
を
希

望
す
る
住
所 

受
講
希
望
者

氏
名
（
１
名
の
み
）

　

平
日
の
日
中
に
連
絡
の
取

れ
る
電
話
番
号
（
自
宅
、
勤

務
先
、
携
帯
等
）

　

 (

理
美
容
ニ
ュ
ー
ス
か

ら
）

化
粧
品
に
よ
る

被
害
が
増
加
中

     

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

     

が
注
意
呼
び
か
け

　

理
美
容
師
さ
ん
は
じ
め
エ
ス

テ
、
ネ
イ
ル
な
ど
美
容
産
業
関

係
者
は
化
粧
品
を
扱
う
機
会
が

多
い
が
、
最
近
、
化
粧
品
に
よ

会
で
正
式
に
決
議
す
る
。

　

異
動
の
理
由
は
、「
経
営
者

交
代
に
よ
り
、
当
社
グ
ル
ー
プ

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
急
激

な
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
収
益
力
の
向
上
に
よ

る
経
営
体
質
強
化
及
び
企
業
価

値
向
上
を
図
る
」
た
め
。

　

役
員
人
事
は
次
の
通
り
。　

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職
）

目
黒
泉　

取
締
役
副
社
長
（
取

締
役
）、
石
塚
正
之　

常
務
取

締
役
（
取
締
役
）、
橋
本
武
明

　

取
締
役
（
執
行
役
員
開
発
部

長
）

吉
原
直
樹
氏
会
長
へ

社
長
に
西
江
陽
一
氏

　     

ア
ル
テ
Ｈ
Ｄ
人
事

自身の体験などを語る島野孝子講師

　

ア
ッ
シ
ュ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
を
展

開
す
る
ア
ル
テ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
12
月
業
績
は
、
既

存
店
（
１
１
４
店
）
ベ
ー
ス

で
12
億
７
８
０
０
万
円
の
売

上
げ
で
、
前
年
同
月
比
１
・

６
％
増
。
ア
ッ
シ
ュ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
全
店

（
１
２
６
店
）
の
売
上
げ
は

13
億
４
８
０
０
万
円
で
、
前
年

同
月
比
５
・
６
％
増
だ
っ
た
。

　

11
月
は
前
年
に
比
べ
営
業
日

数
が
減
っ
て
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
５
％
を
超
す
マ
イ
ナ
ス

だ
っ
た
が
、
12
月
は
好
調
に
推

移
し
た
。

　

１
年
間
の
累
計
売
上
げ
は
既

存
店
べ
ー
ス
で
は
▼
１
・
５
％

だ
が
、
全
店
ベ
ー
ス
で
は
１
・

１
％
伸
び
た
。

ア
ル
テ
　
12
月
業
績
　

売
上
げ
５
・
６
％
増


